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　腎炎とネフローゼ症候群は小児腎臓病領域のなかで最も出会うことの多い疾患群です．診断契機

は様々ですが，学校検尿をきっかけに診断されることも多いです．3歳児検尿と学校検尿は小児科

医にとってとても身近な健診です．しかし，腎炎・ネフローゼ症候群に対して難しさを感じる小児

科医は少なくありません．その理由の1つとして，検尿の有所見者を腎臓専門施設に紹介した後の

経過や各疾患の詳細にふれる機会が少ないことがあげられます．また，診断に腎病理所見が密接に

かかわっている場合が多いです．しかし腎病理との接点が少ないため，それがさらに難しく感じる

理由となっているかもしれません．

　そこで，本特集では，専門施設に患者が紹介された後の経過を知り，腎炎とネフローゼ症候群を

より具体的にイメージしてもらうため，『紹介医に伝えたい「腎炎・ネフローゼ症候群」―3歳児検

尿・学校検尿のその先は？―』を企画しました．

　総論では，「腎炎・ネフローゼ症候群のファーストタッチ」について説明しています．まずどのよ

うなときに，腎炎・ネフローゼ症候群の存在を疑い，そして緊急の対応が必要なのか，それぞれ解

説していただきました．腎炎・ネフローゼ症候群の初期対応の参考にしてください．次に，専門家

の視点から3歳児検尿と学校検尿について解説していただきました．この解説を読むと検尿システ

ムがどのように診断に結びついているか理解を深めることができます．また，尿所見や腎病理につ

いては，多くの写真を用いて説明していただきました．提示していただいた写真は大変貴重なもの

ですので，ぜひ，永久保存版として本特集を大事に使用していただけたらと思います．

　各論では，「腎炎・ネフローゼ症候群をきたす各疾患の紹介後の診療」についてそれぞれの分野の

第一人者の先生方に詳しくわかりやすく説明していただきました．紹介した患者の診断がついた後

の経過，治療や予後などについて参考にしてください．

　読者の皆様には，本特集を通じて「腎炎・ネフローゼ症候群」に少しでも親しみを感じ，本書を

診療の一助として使用していただけたら幸いです．

　末筆ではございますが，執筆してくださった先生方，本誌編集委員会の先生方に深謝申し上げま

す．
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